
支援者さまと国境なき医師団（MSF）をつなぐニュースレター 2 0 2 5年1 0月号

抑え込むために
はしか（麻しん）、結核、コレラ、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）……
世界中の人びとの命は、感染症によって何度も危機にさらされてきました。

中でも、非常に感染力の高いはしかと結核は、一昔前の日本でも多くの人命を奪いました。
今回は、はしかと結核を例に、

国境なき医師団の感染症対策の取り組みを紹介します。

忍び寄る
菌・ウイルス

抑え込むために
菌・ウイルス 感染拡大を
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非

検査・治療・提言活動で
世界の結核撲滅に挑む

一刻も早く、一人でも多く。
ワクチン接種で命を守る

まん延する恐れがあるため、8500
人の子どもたちに予防接種を行い、
感染した子どもたちを治療しまし
た」（MSFの緊急コーディネーター、
バーバラ・ターシェット）。キャン
プではマラリアやコレラが大流行
する可能性もあり、MSFはその対
策も進めています。

　子どもの命を守るには、早期の
対応が欠かせません。MSFははし
かの流行地にいち早く駆け付け、
治療はもとより、子どもたちの親
にはしかの症状や予防方法、ワク
チンの有効性を伝える健康教育に
も取り組んでいます。 

治療と親への健康教育で
子どもをはしかから救う

域や、狭い空間に人が密集し、は
しかが広がりやすい避難民キャン
プなどで、131万回以上のワクチ
ン接種を実施しました。
　ブルンジ南東部のムセニキャン
プでは、2025年１月にコンゴ民主
共和国（コンゴ）東部で起きた戦
闘から逃れてきた人びとに対して、
はしかをはじめとした感染症を防
ぐための緊急対応をしています。
「このキャンプでは、すでにはし
かの感染が数件確認されていまし
た。放っておくと、はしかが一気に

常に感染力の高い麻しん
ウイルスが引き起こすは
しか（麻しん）は、世界中

で流行を繰り返しています。2023
年には推定10万7500人が死亡、そ
の多くは５歳未満のワクチン未接
種の子どもでした※１。
　はしかの予防に最も効果的なの
はワクチン接種です。そのため国
境なき医師団（MSF）は、治療と
あわせてワクチン接種に力を入れ
ています。2024年、MSFは、紛争
などで医療体制がぜい弱な国・地

023年、125万人もの命
を奪った結核※３。風邪の
ような症状からゆっくり

と進行し、診断が遅れることや、
一般的な抗菌薬が効かないことが、
高い死亡率へとつながっています。
　完治するには、抗結核薬を飲み
続けることが必要です。長い治療
は仕事や学業にも影響し、患者さ
んにとってつらいものですが、中
断すると使用中の薬剤が効かない
薬剤耐性結核になってしまうこと
があるのです。
　2024年、MSFは２万人以上の結
核患者の治療を開始しました。結
核は早期診断・治療が大切ですが、
特に子どもの検査や治療は難しく、
多くの子どもが命を落としていま
す。そのためMSFでは、これまで
の予防・検査・治療に加え、子ど
も向け検査ツール開発の必要性を
国際社会に提言しています。

「ただ涙があふれてきました」
　パキスタンのマフィファさんは、

MSFスタッフの支えで
長い治療を乗り越えた

2

みんなで予防！　
日本の冬の感染症

風邪、新型コロナ、
インフルエンザ……　

╲ MSFの ╱
結核検診とは？

結核と診断されたときをこう振り
返りました。彼女は治療をしても
快方に向かわず、薬剤耐性結核に
なっていたのです。医師の勧めで
MSFの診療所を訪れ、それから
長い治療が始まりました。
「MSFは治療計画を立ててくれ、
親身になって服用をサポートして
くれました」。結核を克服したマ

フィファさんは学業を再開し、
幼少期の夢である法学の勉
強を大学で続けています。

詳しくはこちら

フィリピン・トンドで
取材してきました。

はしかの脅威 結核の脅威

なぜうつるのか こまめな手洗いと予防接種が大事 予防のまとめ

蟹
かに

江
え

信
のぶ

宏
ひろ

が解説します

ベヒシュタイン紗
さ
良
ら

（MSF 小児感染症科医）

（MSF日本事務局員）

を抑え込むために感染拡大

●感染力が高く、免疫がないと
　感染のリスクが非常に高まる
●重症化すると、肺炎や脳炎を
　引き起こし、失明したり、
　命を落としたりすることもある

●毎年1000万人以上が感染※ 2

●診断が難しい
●治療は最低 4～6カ月。薬剤耐性
　結核になると、治療期間が
　2年以上に及ぶこともある

動画で詳しくご覧いただけます。
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世界中で大流行を繰り返し、人びとの命を脅かす感染症。
MSFは苦しむ人びとのもとへ駆け付け、難しい状況でも
あきらめずに対応してきました。MSFの取り組みを、2000年
以降に流行した感染症への緊急対応を中心にご紹介します。

西アフリカのエボラウイルス病
大規模な緊急活動を展開

コンゴ民主共和国で
エムポックスが流行

瞬く間に広がったSARS
治療・予防・教育で感染抑止

M S F連絡帳

2025年分の税制優遇措置（寄付金控除）対象の寄付のお申し込みについて

寄付の税制優遇措置（寄付金控除）について

領収書のお届け時期について

MSFの挑戦は続く
――感染症対応ヒストリー

2014～2016

2024～

2002～2003

MSFと複数団体の訴えで
結核検査キットの価格引き下げ

2023

10カ国のコレラ流行地で活動
2022～2023

2020～2022
70を超える国・地域で

新型コロナウイルス感染症に対応

大好評！　メルカリ出品の売上金を寄付できます
メルカリ寄付は
こちらから

書籍のご案内

『「国境なき医師団」をそれでも見に行く
戦争とバングラデシュ編』

『ガザ、戦下の人道医療援助』

を抑え込むために感染拡大

※ 確定申告のお手続き・領収書に関する最新の情報は国境なき医師団ウェブサイトをご確認ください。 詳しくはこちら
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財務・活動報告
国境なき医師団（MSF）日本の
2024年度の活動要旨をお届けします。
皆さまの温かい思いが、今日も
世界各地で多くの命を救っています。
スタッフ一同、深く感謝しております。

国境なき医師団日本 ご支援くださった日本の皆さま 42万2904人 ご支援くださった世界の皆さま 710万人以上国境なき医師団全体
［ 総収入の内訳 ］ ［ 総収入の内訳 ］［ 総支出の内訳 ］ ［ 総支出の内訳 ］

一般法人寄付
6.4%

その他
1%

マネジメントおよび
一般管理費
2.0%

マネジメントおよび
一般管理費
5%

その他団体寄付
0.7%

他のMSF
事務局からの
グラント等
0.1%

援助活動費／
オペレーション・
サポート・
プロジェクト費／
海外派遣スタッフ
募集・派遣業務
79.9%

その他海外向け支援金等

援助活動費／
プログラム支援金
75%

民間からの
寄付

99.9% 82.8% 98% 79%

民間からの
寄付

ソーシャル・
ミッション費※

ソーシャル・
ミッション費※

一般個人寄付
92.8%

公的機関からの
寄付
1%募金活動費

15.2%

募金活動費
16%

広報・アドボカ
シー活動費
2.9%

広報・アドボカ
シー活動費／
その他の
人道援助活動費
3%

詳しくは活動報告書2024年度版をご覧ください。
https://my.ebook5.net/MSFJ_Publication/AR2024/

合計
23.84
億ユーロ
（約3,907
億円）

合計

140.8
億円

合計

138.6
億円

合計
23.62
億ユーロ
（約3,871
億円）

パレスチナ

ナイジェリア

日本

レバノン

●MSFの活動実績（一部）

※人道援助活動と証言活動にあてた費用

2024年、
日本からは
31の国と地域へ
103人（延べ128人）を
派遣しました。

… 海難捜索救助活動

… 日本からスタッフが派遣された国・地域
… その他のMSFの活動国・地域

米国の国際援助大幅削減で
広がる未曾有の人道危機

MSF現況報告



相続した財産を国境なき医師団（MSF）へ寄付する、
「相続財産の寄付」についてのご質問をいただく
ことが増えています。そこで、皆さんの
知りたいことをアンケート※で聞いてみました。　

『ACT!』のアンケートにご協力ください 締め切りは11月30日（日）中です。

発行元　特定非営利活動法人　国境なき医師団日本
〒162-0045　東京都新宿区馬場下町1-1 FORECAST早稲田FIRST 3階2025年10月号ニュースレター

寄付・ご登録情報に関するお問い合わせ

TEL 0120-999-199 通話料無料
平日9 : 00～18 : 00／土日祝日、2025年12月27日～2026年 1月 4日休業

A. 

A. Q. 

Q. 

A. Q. 

国境なき医師団ウェブサイト www.msf.or.jp
平日10 : 00～17 : 00／担当：荻野、今尾、小芝

遺贈に関するご相談・お問い合わせ

TEL 03-5286-6430担当者直通

マイページはこちら


